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東北地方に分布するツルスゲ(カヤツリグサ科)の遺伝的変異
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日本国内に生育する水生・湿生植物は、 水質汚濁や河川・湖岸改修、 外来種
の侵入などのさまざまな要因によって、 現在多くの種が絶滅に瀕している。 湖
辺などに分布する湿地性の植物もその例外ではなく、 ヨシ原の消失などに伴っ
て各地から急速に姿を消しつつある。 宮城県北部に位置する伊立沼・内沼は、
平地の代表的な水辺環境を良好な状態で有し、 多様な生物相を擁することから、
国の天然記念物、 鳥獣保護区、 さらにはマガンの国内有数の飛来地としてラム
サール条約の登録湿地にも指定されている、 国内でも最も重要な池沼の一つで
ある。 ここには特異な分布を示す北方系、 南方系の水生 ・湿生植物が存在して
おり、 国内の植物地理学上も重要な場所となっている。
ツルスゲCarex pseudocuraicaは北方系の湿生植物の一種で、国内では北海
道に広く分布する他は自生地が極めて限られている。 本州での分布は青森県、
秋田県、 宮城県、 新潟県(野生絶滅)、 滋賀県と互いに隔離しており、 宮城県で
は伊豆沼・内沼が唯一の自生地となっている。 北方系の植物が東北地方に隔離
分布する例は他にも知られているが、 南限が遠く滋賀県まで到達していること
も含めて、 ツノレスゲ、の分布パターンはそれらのいずれとも異なっている。 どの
ような過程を経てツルスゲ、の現在の分布パターンが形成されてきたのかを明ら
かにすることは、 東北地方の植物の分布パターンの形成過程を考える上で重要
な情報を提供するものと考えられる。 そこで本研究では、 伊豆沼に自生するツ
ルスゲの遺伝的多様性を明らかにし、 それを他の自生地と比較することを目的
とした。
伊豆沼・内沼の集団のイ也、北海道、青森県の各集団にからツルスゲを採集し、
各植物体からDNAを抽出した後、 A孔P解析(3プライマーペア)を行うこと
で、 各個体の遺伝的特徴を明らかにして、 比較を行った。 その結果、 東北地方
の集団ではいずれも北海道の集団に比べて変異が少なくなっていることが示さ
れた。 現在の所宮城県と他の東北地方の集団との簡の遺伝的な関連性は明瞭で
はなく、 北海道からの分布拡大が共通の祖先集団に由来するものなのかどうか
については不明である。
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